
日時　    　 10月26日(月)19:30-20:30
会場　　　　　   ZOOM会議
出席チーム 下記参照
欠席チーム なし

議事録 双日株式会社/小池

議題

※以下敬称略

目次 1 2020感謝杯のコンセプト再共有
2 定型業務の報告
3 役員会からの諸連絡事項
4 役員からの一言

総括 1 内容 期日/担当

① 試合結果配信 引き続き期限内に配信する。 三井物産

② MC報告書の提出 引き続き期限内に配信する。 豊田通商

③

④
⑤

2 内容 期日/担当

① 特に無し
②
③
④
⑤

3 内容 期日/担当

① 審判のクオリティについて 各チームで若手が審判を担うことが多いが、審判ができる人を人選すべき。 各社
② チームデータの氏名 半角スペースを忘れるミスが多く目立つため、改めて注意する。 各社
③
④
⑤

4 内容 期日/担当

① 特に無し
②
③
④
⑤

5 内容 期日/担当

① 特に無し

②

③

④

⑤

対応事項

決定事項

情報共有及び注意喚起事項
（役員会等からの連絡）

意見交換及び審議事項
（会議での議論事項）

講義及びその他

2020年度商社リーグ　第二回代表者会議　議事録

内容

＜出席者名簿＞
役員会　　　　       金田会長、小河原、岡田、飯山、高橋、髙柳
三井物産             足立、梶野
豊田通商     　　　 柏原、清岡
伊藤忠丸紅鉄鋼　満井、普勝
＊議事録上はMISIと記載
双日　　　　　        小池、佐藤
伊藤忠商事　　　　山田
丸紅　　　　　　　　 辰巳
住友商事　　　　　 船田、福村
兼松　　　　　　　　 大田、エモネケリィ
JFE商事　　　　　　小松
阪和興業　　　　　 中屋、土居 　 　
日鉄物産　　　　　 松井



日時　    　 10月26日(月)19:30-20:30
会場　　　　　   ZOOM会議
出席チーム 下記参照
欠席チーム なし

議事録 双日株式会社/小池

議題

2020年度商社リーグ　第二回代表者会議　議事録

内容

内容 1 2020感謝杯のコンセプト再共有(役員会/高橋)
・2020年感謝杯の開催背景について共有

　 　しかしながら形は違えど何かしらサッカーができる環境をという要望に応え開催。
・開催に際して重要なマインドについて共有
　→運営に対するプロフェッショナリズムを意識し、円滑にリーグ運営が行われるよう各社協力して行う。

2 定型業務の報告
・蜘蛛の巣グラフについて（豊田通商/柏原）
　→10月10日の試合が雨で中止となったが、その他4試合は予定通り開催された。
　→試合結果、試合順位、得点ランク等は蜘蛛の巣グラフに記載の通り。
　→攻撃力、守備力云々よりも、提出物の不備や期限含む運営関連業務のクオリティも重要な観点となる。（三井物産/足立）
　→審判、MCの満足度が例年よりも低い印象を受ける。質の高い人選をするように心がけること。（役員会/高橋）
・不可日申請登録（三井物産/足立）
　→12，1月分は全社提出済み。
　→伊藤忠丸紅鉄鋼は提出遅れのため0点。
　→提出遅れの原因は社内周知を忘れたため。対応策として社内議事録の共有を徹底する。（MISI/満井、普勝）
・MC報告（豊田通商/清岡）
　→全試合不備無し、期日遅れ無し、よって各社5点満点となった。
　→引き続きテンプレートを参考に、不備の無いよう取り組んでもらいたい。（役員会/高橋）
・チームデータ（MISI/満井）
　→提出遅れ、内容不備もなく、減点対象は無し。
　→強いて言うのであれば、住友商事は一度提出した後、社内のダブルチェックによってミスに気付いたため、期限内の再提出で済んでいた。
　→前回の提出でも氏名の半角スペースでミスがあったため、今後も注意するよう社内へ注意喚起願う。

3 役員会からの諸連絡事項（役員会/高柳）
・三井物産にメーリスが届いていない件について（役員会/髙柳）
　→現状届いていないため、辻村役員とも連携しながら対応を継続する。（役員会/髙柳）
・試合結果配信について（役員会/髙柳）
　→三井物産より送付頂いている試合結果だが、得点ランキングや星取表のPDFが添付されていなかったため注意するように。
・みらい平グラウンドについて（役員会/高橋）
　→不可日申請を1月分まで提出を依頼したのには、グラウンドを1月14日まで確保できていることが背景にある。
　→予定通り試合日程が消化されれば12月上旬には全日程が終了する予定であり、悪天候による延期等を考慮しても1月には終了見込み。
　→その場合、グラウンド確保日数に余りが出るが、商社リーグの特別枠で早い段階から確保させてもらえていることもあり、キャンセルせずに練習試合として使用予定。
　→グラウンド側も難しい状況の中で枠を確保してくれているため、その中で試合ができることへの感謝を今一度認識願う。
　→練習試合も主幹事にて組んでいくことになるが、自身の会社が使用する際には感謝のマインドを持って、適当に使用することが無いように。

4 役員からの一言
・商社リーグが自主運営であることを再認識する必要がある。蜘蛛の巣グラフは特異な取り組みであり、より運営面を意識して取り組むように。（役員会/小河原）
・会社を背負って他社と戦うことが商社リーグの楽しみであり、その環境は無償で与えられているものではないため改めて感謝の気持ちを持つこと。（役員会/岡田）
・会議には会社の代表として参加しているという自覚を持ち、その内容を社内にしっかりと還元するように。審判の質についても人選を今一度考えるように。（役員会/飯山）
・11月が初戦のチームは、9月29日に共有されているグラウンド利用の注意事項を確認して参加するように。（役員会/高柳）

以上

　→新型コロナウイルスの影響により、商社リーグを通常通りのオペレーションで行うことは難しいと判断。


